
39

編集後記

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　39  六ツ美中部学区まちものがたり

〔表紙写真〕　碧
みどり

の田園風景を進む御田扇祭りの行列

〔参考資料〕　六ツ美村誌/六ツ美風土記/ふるさ
と六ツ美西部/六ツ美西部の歴史紀行/愛知の稲
（菜種編）/農総研季報/愛知県園芸発達史

〔作成委員会〕　河原正史/都筑順一/鈴木正義/牧野正雄/
蜂須賀友章/川澄幸浩/萩原利元/村田季士郎/鈴木義則

　岡崎市制100周年記念事業の一環として六ツ美中部学区まちものがたりを作成しました。矢
作川の恩恵を享受しながら、地域の先人が積み重ねてきた歴史と文化を振り返り、自然環境・
文化遺産・伝統行事を紹介いたしました。学区の皆さまが地域を見つめ直すきっかけとなれば
幸いです。作成にあたりご協力いただきました皆さま方に深く感謝申し上げます。

碧と絆の11町

mutsumichubu

六ツ美中部小学校の活動紹介

子どもたちから未来へのメッセージ ※平成 27年度

六ツ美の風景を見ると、とて
もリラックスできます。受け
継がれてきた田畑を未来の
子どもたちに残したいです。

六ツ美は人の優しさがあふ
れています。あいさつの輪を
もっと広げ、太陽のように明
るい町にしたいです。

緑あふれる水田や伝統のあ
る御田扇祭りのあるこの町
が大好きです。未来まで残し
ていきたいです。

中部学区は田畑がとても豊
かです。伝統的なお祭りと共
に守り、受け継いでいきたい
です。
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毎年、六ツ美中部学区の農家の方
に教えてもらいながら、田植えか
ら収穫までの作業を体験していま
す。収穫感謝祭では、2年生と5年
生が新米をごちそうになります。

  稲刈り体験学習   花壇コンクール
花壇づくりを通じて、自然環境を守り、愛する気持ち
を育んでいます。平成22年のフラワー・ブラボー・
コンクールでは日本植物園協会賞を受賞。平成24年
には愛知県大賞（最優
秀）に選ばれました。学
校花壇のほか、六ツ美
中部学区の広場や公園、
道端などにも花壇があ
り、道行く人を楽しま
せています。

平成4年に子どもまつりが始まった頃はお店屋さん
ごっこや映画祭を行っていました。今は竹トンボや駒
まわしなどの昔の遊び、手作りのゲームで遊んでいます。

  学区子どもまつり

中部学区に住む二村さんと成瀬さんか
ら田植えについて教えてもらいました。
植え方を分かりやすく教えてもらえた
ので、知らなかったことがたくさんあ
りました。久しぶりに田植えをやった
のでどきどきしたけど上手にできたの
で良かったです。12月の「二村さんと
成瀬さんに感謝する会」では、田植えと稲刈りについての劇やクイ
ズをやりました。米作りがとても大変だということを伝えられまし
た。収穫したお米は、いつも家や学校で食べている味とはちがい、
新せんな味でおいしかったです。
平成27年度六ツ美中部小学校5年生 山崎絢葉さん
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3

大
人
も
子
ど
も
も

走
っ
て
元
気
よ
く
！

　
冬
の
季
語「
竹
馬
」。今
は
竹
馬
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、六
ツ
美
中
部
の

冬
の
遊
び
と
い
え
ば
、竹
馬
で
す
。

　
戦
後
間
も
な
い
頃
は
、学
区
の
至
る

と
こ
ろ
に
竹
藪
が
あ
り
、自
分
の
背
丈

に
合
っ
た
竹
を
探
し
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
上
級
生
に
教
わ
り
な
が
ら
作
っ
た
も

の
で
し
た
。

　
昭
和
48
年
よ
り
、六
ツ
美
中
部
小
学

校
の
運
動
場
で
、正
月
明
け
の
毎
年
１

月
に
竹
馬
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
学
年
選
抜
リ
レ
ー
、町
別
対
抗

リ
レ
ー
、障
害
物
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目

が
あ
り
、運
動
会
さ
な
が
ら
の
盛
り
上

が
り
。子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
な
が

ら
競
い
ま
す
。

1  田
園
風
景
の
な
か
を
、御
田
扇
祭
り
の
渡
御
行
列

が
ゆ
っ
く
り
進
む  

2
奉
納
踊
り 

3
巫
女
舞
い
の

奉
納  

4
豪
華
な
花
傘  

5
色
と
り
ど
り
の
造
花
で

埋
め
尽
く
さ
れ
た
花
傘
の
上
部  

6
お
し
ゃ
べ
り
も

楽
し
み
な
が
ら
飾
り
物
作
り 

13

2

　
祭
り
は
毎
年
7
月
20
日
前
後
の
日
曜
日

に
行
わ
れ
ま
す
。伊
勢
神
宮
か
ら
御
神
符

を
請
け
て
神み

輿こ
し

に
収
め
、先せ

ん

達だ
つ

、白は
く

杖じ
ょ
う

、大

小
の
幟の

ぼ
り

、御ご

幣へ
い

、大お
お

団う
ち

扇わ

、提
灯
、花
傘
、

唐か
ら

櫃び
つ

、
榊さ

か
き

桶お
け

、太
鼓
や
踊
り
連
、子
ど
も

神
輿
な
ど
の
渡と

御ぎ
ょ

行
列
を
組
み
、翌
年

当
番
す
る
隣
町
ま
で
渡
御
し
ま
す
。

御
田
扇
祭
り
の
見
ど
こ
ろ

　
堤
通
手
永
の
行
列
の
な
か
で
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
の
が
花
傘
で
す
。こ
の
花
傘

は
3
基
あ
り
、そ
の
う
ち
の
1
基
は
祭

り
を
担
当
し
た
町
が
新
調
し
ま
す
。

　
番
傘
を
広
げ
た
よ
う
な
天
蓋
状
の
上

部
は
緑
や
黄
、青
な
ど
の
造
花
で
飾
り
付

け
、傘
の
中
に
は
ニ
ン
ジ
ン
や
ダ
イ
コ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
、お
猿さ

る

子こ

や
梅
の

花
、米
俵
な
ど
の
縁
起
物
に
な
ぞ
ら
え
た

飾
り
物
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。飾

り
物
の
数
は
な
ん
と
１
５
０
０
個
以
上
。

こ
れ
ら
す
べ
て
を
町
内
の
女
性
た
ち
が
ひ

と
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
作
っ
て
い
ま
す
。

町
か
ら
町
へ
、

扇
さ
ん
が
や
っ
て
く
る

　
伊
勢
神
宮
の
お
田
植
え
神
事
に
由
来

す
る
御
田
扇
祭
り
は
江
戸
時
代
か
ら
続

く
祭
事
で
す
。稲
の
虫
除
け
と
五
穀
豊
穣

を
願
い
、檜
製
の
大
き
な
扇
で
虫
除
け

を
行
う
こ
と
か
ら「
御
田
扇
祭
り
」と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
手て

永な
が

と
い
う
呼
び
名
で

分
け
ら
れ
た
岡
崎
藩
内
の
六
つ
の
地
域

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
続
け
ら

れ
て
い
る
の
は
矢
作
川
左
岸
に
沿
う「
堤つ

つ
み

通ど
お
り

手
永
」と
占
部
川
沿
い
の「
山や

ま

方が
た

手
永
」

の
二
つ
の
み
。堤
通
手
永
は
岡
崎
市
と

西
尾
市
を
ま
た
ぐ
20
町
、山
方
手
永
は

岡
崎
市
と
幸
田
町
を
ま
た
ぐ
13
町
で
構

成
さ
れ
、各
町
が
持
ち
回
り
で
1
年
ご

と
に
担
当
し
ま
す
。つ
ま
り
堤
通
手
永

で
は
20
年
、山
方
手
永
は
13
年
で
一
巡

す
る
こ
と
に
な
り
、順
番
が
回
っ
て
き

た
町
は
住
民
総
出
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

指で竹竿を挟
むと

足元が安定す
るので

裸足がおすす
め！

手作り
の竹馬

飾り物の大きさは握りこぶし大

　
２
本
の
竹
竿
を
用
意
し
、木
を
二
つ

に
割
っ
て
竹
を
挟
む
よ
う
に
足
場
を
付

け
ま
す
。竹
の
長
さ
は
転
ん
だ
時
に
ア

ゴ
を
突
か
な
い
よ
う
に
頭
の
上
に
な
る

よ
う
に
調
整
す
る
と
安
全
で
す
。

q
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

　
練
習
あ
る
の
み
！
最
初
は
足
を
乗
せ

る
位
置
を
低
く
、慣
れ
て
き
た
ら
高
く

し
て
み
ま
し
ょ
う
。高
さ
が
あ
る
と
格

好
よ
く
見
え
ま
す
。

q
速
く
走
る
に
は
？

4

5
6

六
ツ
美
中
部
学
区
の

二
大
イ
ベ
ン
ト

の
風
物
詩
、
竹
馬
大
会

冬
の
風
物
詩
、
御お

田た

扇お
う
ぎ

祭ま
つ

り

夏

　
平
成
28
年
9
月
18
日
、竹
馬
で
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。挑
戦

内
容
は「
24
時
間
以
内
の
竹
馬
リ
レ
ー
」

で
、標
準
記
録
は
2
5
0
人
。事
前
に

挑
戦
者
に
試
走
し
て
も
ら
っ
て
平
均
タ

イ
ム
を
割
り
出
し
、早
朝
5
時
か
ら
六

ツ
美
中
部
小
学
校
の
運
動
場
で
競
技
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
竹
馬
に
乗
っ
て
一
人
が
1
0
0
ｍ
の

コ
ー
ス
を
歩
き
、次
の
走
者

に
順
次
交
代
し
て
い
き
ま

す
。途
中
、竹
馬
が
壊
れ
た

り
、雷
雨
で
最
終
走
者
ま
で

で
き
な
か
っ
た
り
、様
々
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、夜
8
時
半
に
は
3
2
9

人
の
世
界
記
録
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

竹
馬
で

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を

達
成
！

329人の
世界記録達成で
認定証をゲット！

六ツ美中部ギネス実行委員会のキャラクター「六助」

記念品のオリジナル
ピンバッジ

神輿を担
いで

練り歩く
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稲
作
と
菜
種
栽
培
が
始
ま
る 

　
か
つ
て
六
ツ
美
平
野
は
農
業
に
適
さ
な

い
湿
地
で
し
た
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正

時
代
に
行
わ
れ
た
耕
地
整
理
と
用
排
水

路
整
備
に
よ
り
、
二
毛
作
が
可
能
な
水
田

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

米
の
裏
作
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
菜
種

で
す
。
工
業
が
発
展
し
、
菜
種
油
の
需
要

も
増
加
し
た
た
め
、
愛
知
県
全
域
で
菜
種

が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三

河
地
方
で
は
と
り
わ
け
六
ツ
美
村
が
盛
ん

で
し
た
。

 

六
ツ
美
中
部
学
区
と

 　
　
　
　
菜
種
の
か
か
わ
り 

　

  

全
国
一
の
六
ツ
美
の
菜
種

　
最
盛
期
は
昭
和
初
期
で
す
。
苗
の
植
え

付
け
は
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
11
月
下
旬
か

ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
、
花
が
咲
き
始
め

る
の
は
3
月
下
旬
で
す
。
六
ツ
美
平
野
は

黄
色
の
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
風
景

が
広
が
り
、
蜂
蜜
を
採
取
す
る
養
蜂
業
者

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
花
が
散
っ
た
6
月
、
小
さ
な
鞘さ

や

に
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
た
黒
い
菜
種
の
実
を
一
家
総

出
で
収
穫
し
、「
カ
マ
ス
」と
呼
ば
れ
る
藁わ

ら

で
作
っ
た
袋
に
詰
め
、
六
ツ
美
産
業
組
合

（
六
ツ
美
農
協
の
前
身
）
へ
出
荷
。
福
岡
町

の
太
田
油
脂
や
蒲
郡
市
の
竹
本
油
脂
な
ど

で
加
工
さ
れ
、
菜
種
油
と
し
て
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

  

菜
種
栽
培
の
研
究
と
そ
の
終
焉

　
菜
種
栽
培
は
農
家
に
大
変
な
重
労
働
を

強
い
ま
し
た
。
そ
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ

の
が
六
ツ
美
村
立
農
業
補
習
学
校
の
教
員

だ
っ
た
太
田
功
平
ら
で
す
。
栽
培
方
法
や

品
種
改
良
の
研
究
が
功
を
奏
し
、
昭
和
4

年
以
降
は
収
穫
量
が
倍
増
。
県
の
奨
励
品

種
に
も
採
用
さ
れ
た
「
六
ツ
美
種
」は
広
く

栽
培
さ
れ
、い
つ
し
か「
六
ツ
美
の
菜
種
か
、

菜
種
の
六
ツ
美
か
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
名
を

知
ら
し
め
ま
し
た
。
こ
の
業
績
は
菜
種
作

史
上
永
遠
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
37
年
の
長
梅
雨
と
翌
38

年
の
異
常
低
温
に
よ
り
収
穫
量
が
半
減
し

ま
す
。
さ
ら
に
大
豆
の
輸
入
化
で
大
豆
油

の
生
産
量
が
増
大
し
、
菜
種
油
の
需
要
が

減
少
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り
、
昭
和

40
年
に
は
菜
種
生
産
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。現
在
は
観
賞
用
に
所
々

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
程
度
で
す
が
、
六
ツ

美
中
部
小
学
校
や
六
ツ
美
中
学
校
の
校
歌

の
中
で
今
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

22
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・•33
44

55

66

マンホールの蓋にも
菜の花がデザイン
されています

下青野町の椿宮神明
宮に保管されている
社額に「阿乎美村」
の名が残っています

地元では「高橋ニンジン」
として知られています

な
り
た
ち

六
ツ
美
中
部
学
区
の

□人　口 5,398人
 男性 2,737人
 女性 2,661人
□世帯数 1,837世帯
□面　積 7.43㎢
[2016年7月1日現在]
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青
野
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橋
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く

桶お
け

・
下し

も

青あ
お

野の

・
在ざ

い

家け

）、 占う
ら
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上
三
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木
・
下
三
ッ
木
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坂さ

か

左そ

右う

）
糟か

す

海み

村
、中
井
村
が
誕
生

一
八
九
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年
▪
明
治
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阿
乎
美
村
が
青
野
村
と
合
歓
木
村
に
な
る

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

合
歓
木
・
高
橋
・
下
青
野
・
福
桶
で
耕
地
整
理
が
始
ま
る

 

碧
海
郡
六
ツ
美
村
が
誕
生
。
合
歓
木
村
・
青
野
村
・
中
島
村
・
糟
海
村
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中
井
村
・
占
部
村
を
併
合
。
下
青
野
に
役
場
を
設
置

一
九
〇
八
年
▪
明
治
41 
六
ツ
美
第
一
尋
常
高
等
小
学
校（
現
在
の
六
ツ
美
中
部
小
学
校
）
が
開
校

一
九
一
二
年
▪
大
正
1 
高
橋
の
耕
地
整
理
が
一
部
竣
工

一
九
一
五
年
▪
大
正
4 

悠
紀
斎
田
記
念
事
業
の
一
環
で
六
ツ
美
村
立
農
業
補
習
学
校
が
六
ツ
美 

 

第
一
尋
常
高
等
小
学
校
の
隣
に
開
校

一
九
二
一
年
▪
大
正
10 

菜
種
の
栽
培
が
本
格
的
に
な
り
、
六
ツ
美
村
が
菜
種
の
産
地
に
な
る

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4 

高
松
宮
殿
下
が
六
ツ
美
村
立
農
業
補
習
学
校
を
訪
問
し
、菜
種
を
視
察…

一
九
三
三
年
▪
昭
和
8 

六
ツ
美
の
菜
種
「
六
ツ
美
種
」
が
県
の
奨
励
品
種
と
な
る

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

菜
種
が
国
策
作
物
と
し
て
重
視
さ
れ
、
栽
培
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
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六
ツ
美
中
部
小
学
校
と
改
称
、六
ツ
美
中
学
校
が
開
校

一
九
五
三
年
▪
昭
和
28 

ニ
ン
ジ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
栽
培
が
高
橋
町
を
中
心
に
普
及

一
九
五
四
年
▪
昭
和
29 

六
ツ
美
中
保
育
園
が
開
園

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

町
制
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行
で
碧
海
郡
六
ツ
美
町
と
な
る

一
九
六
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年
▪
昭
和
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六
ツ
美
町
商
工
会
が
設
立

一
九
六
一
年
▪
昭
和
36 
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海
道
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幹
線
の
工
事
が
始
ま
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

碧
海
郡
六
ツ
美
町
が
岡
崎
市
に
合
併
す
る

一
九
六
四
年
▪
昭
和
39 

東
海
道
新
幹
線
が
開
通

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

菜
種
に
代
わ
り
、
転
作
作
物
と
し
て
麦
や
大
豆
が
栽
培
さ
れ
る…

 

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41 

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン

 

等
の
機
械
化
農
業
へ
の
移
行
が
進
む…

 

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45 

合
歓
木
・
高
橋
・
下
青
野
・
在
家
・
上
三
ッ
木
の

 

一
部
が
工
業
専
用
地
域
の
指
定
を
受
け
る

 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、
ガ
ラ
ス
温
室
が
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
の
栽
培
に 

 

導
入
さ
れ
る…  

一
九
七
三
年
▪
昭
和
48 

六
ツ
美
中
部
小
学
校
で
竹
馬
大
会
が
始
ま
る
（
↓
特
集 

）

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー
が
開
館

一
九
八
五
年
▪
昭
和
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ツ
美
中
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
・
勤
労
者
体
育
セ
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タ
ー
が
開
館

 

第
1
回
六
ツ
美
商
工
ま
つ
り
が
開
催

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

六
ツ
美
中
部
学
区
こ
ど
も
の
家
が
開
館

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

平
成
の
圃
場
整
備
が
始
ま
る
。
第
1
工
区（
上
青
野
）、

 

第
3
工
区
（
上
青
野
・
高
橋
・
上
合
歓
木
・
下
合
歓
木
）、

 

第
4
工
区（
福
桶
）、
そ
の
後
、上
三
ッ
木
・
下
三
ッ
木
・ 

 
 

 

坂
左
右
・
下
青
野
で
も
行
わ
れ
る

一
九
九
八
年
▪
平
成
10 

南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
が
オ
ー
プ
ン

二
〇
〇
二
年
▪
平
成
14 

高
橋
用
水
上
部
遊
歩
道
の
清
掃
作
業
が
始
ま
る

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

御
田
扇
祭
り（
堤
通
手
永
・
山
方
手
永
）が
岡
崎
市
無
形
民
俗
文
化
財
に 

 

指
定
さ
れ
る
（
↓
特
集 

）

 

六
ツ
美
中
部
小
学
校
で
菜
種
栽
培
の
再
現
、
菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
開
催…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

竹
馬
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
3
2
9
人
達
成
（
↓
特
集 

）
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六
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美
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表
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六
ツ
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中
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年
表
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3

大
人
も
子
ど
も
も

走
っ
て
元
気
よ
く
！

　
冬
の
季
語「
竹
馬
」。今
は
竹
馬
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、六
ツ
美
中
部
の

冬
の
遊
び
と
い
え
ば
、竹
馬
で
す
。

　
戦
後
間
も
な
い
頃
は
、学
区
の
至
る

と
こ
ろ
に
竹
藪
が
あ
り
、自
分
の
背
丈

に
合
っ
た
竹
を
探
し
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
上
級
生
に
教
わ
り
な
が
ら
作
っ
た
も

の
で
し
た
。

　
昭
和
48
年
よ
り
、六
ツ
美
中
部
小
学

校
の
運
動
場
で
、正
月
明
け
の
毎
年
１

月
に
竹
馬
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
学
年
選
抜
リ
レ
ー
、町
別
対
抗

リ
レ
ー
、障
害
物
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目

が
あ
り
、運
動
会
さ
な
が
ら
の
盛
り
上

が
り
。子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
な
が

ら
競
い
ま
す
。

1  田
園
風
景
の
な
か
を
、御
田
扇
祭
り
の
渡
御
行
列

が
ゆ
っ
く
り
進
む  

2
奉
納
踊
り 

3
巫
女
舞
い
の

奉
納  

4
豪
華
な
花
傘  

5
色
と
り
ど
り
の
造
花
で

埋
め
尽
く
さ
れ
た
花
傘
の
上
部  

6
お
し
ゃ
べ
り
も

楽
し
み
な
が
ら
飾
り
物
作
り 

13

2

　
祭
り
は
毎
年
7
月
20
日
前
後
の
日
曜
日

に
行
わ
れ
ま
す
。伊
勢
神
宮
か
ら
御
神
符

を
請
け
て
神み

輿こ
し

に
収
め
、先せ

ん

達だ
つ

、白は
く

杖じ
ょ
う

、大

小
の
幟の

ぼ
り

、御ご

幣へ
い

、大お
お

団う
ち

扇わ

、提
灯
、花
傘
、

唐か
ら

櫃び
つ

、
榊さ

か
き

桶お
け

、太
鼓
や
踊
り
連
、子
ど
も

神
輿
な
ど
の
渡と

御ぎ
ょ

行
列
を
組
み
、翌
年

当
番
す
る
隣
町
ま
で
渡
御
し
ま
す
。

御
田
扇
祭
り
の
見
ど
こ
ろ

　
堤
通
手
永
の
行
列
の
な
か
で
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
の
が
花
傘
で
す
。こ
の
花
傘

は
3
基
あ
り
、そ
の
う
ち
の
1
基
は
祭

り
を
担
当
し
た
町
が
新
調
し
ま
す
。

　
番
傘
を
広
げ
た
よ
う
な
天
蓋
状
の
上

部
は
緑
や
黄
、青
な
ど
の
造
花
で
飾
り
付

け
、傘
の
中
に
は
ニ
ン
ジ
ン
や
ダ
イ
コ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜
、お
猿さ

る

子こ

や
梅
の

花
、米
俵
な
ど
の
縁
起
物
に
な
ぞ
ら
え
た

飾
り
物
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。飾

り
物
の
数
は
な
ん
と
１
５
０
０
個
以
上
。

こ
れ
ら
す
べ
て
を
町
内
の
女
性
た
ち
が
ひ

と
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
作
っ
て
い
ま
す
。

町
か
ら
町
へ
、

扇
さ
ん
が
や
っ
て
く
る

　
伊
勢
神
宮
の
お
田
植
え
神
事
に
由
来

す
る
御
田
扇
祭
り
は
江
戸
時
代
か
ら
続

く
祭
事
で
す
。稲
の
虫
除
け
と
五
穀
豊
穣

を
願
い
、檜
製
の
大
き
な
扇
で
虫
除
け

を
行
う
こ
と
か
ら「
御
田
扇
祭
り
」と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
手て

永な
が

と
い
う
呼
び
名
で

分
け
ら
れ
た
岡
崎
藩
内
の
六
つ
の
地
域

で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
続
け
ら

れ
て
い
る
の
は
矢
作
川
左
岸
に
沿
う「
堤つ

つ
み

通ど
お
り

手
永
」と
占
部
川
沿
い
の「
山や

ま

方が
た

手
永
」

の
二
つ
の
み
。堤
通
手
永
は
岡
崎
市
と

西
尾
市
を
ま
た
ぐ
20
町
、山
方
手
永
は

岡
崎
市
と
幸
田
町
を
ま
た
ぐ
13
町
で
構

成
さ
れ
、各
町
が
持
ち
回
り
で
1
年
ご

と
に
担
当
し
ま
す
。つ
ま
り
堤
通
手
永

で
は
20
年
、山
方
手
永
は
13
年
で
一
巡

す
る
こ
と
に
な
り
、順
番
が
回
っ
て
き

た
町
は
住
民
総
出
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

指で竹竿を挟
むと

足元が安定す
るので

裸足がおすす
め！

手作り
の竹馬

飾り物の大きさは握りこぶし大

　
２
本
の
竹
竿
を
用
意
し
、木
を
二
つ

に
割
っ
て
竹
を
挟
む
よ
う
に
足
場
を
付

け
ま
す
。竹
の
長
さ
は
転
ん
だ
時
に
ア

ゴ
を
突
か
な
い
よ
う
に
頭
の
上
に
な
る

よ
う
に
調
整
す
る
と
安
全
で
す
。

q
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？

　
練
習
あ
る
の
み
！
最
初
は
足
を
乗
せ

る
位
置
を
低
く
、慣
れ
て
き
た
ら
高
く

し
て
み
ま
し
ょ
う
。高
さ
が
あ
る
と
格

好
よ
く
見
え
ま
す
。

q
速
く
走
る
に
は
？

4

5
6

六
ツ
美
中
部
学
区
の

二
大
イ
ベ
ン
ト

の
風
物
詩
、
竹
馬
大
会

冬
の
風
物
詩
、
御お

田た

扇お
う
ぎ

祭ま
つ

り

夏

　
平
成
28
年
9
月
18
日
、竹
馬
で
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。挑
戦

内
容
は「
24
時
間
以
内
の
竹
馬
リ
レ
ー
」

で
、標
準
記
録
は
2
5
0
人
。事
前
に

挑
戦
者
に
試
走
し
て
も
ら
っ
て
平
均
タ

イ
ム
を
割
り
出
し
、早
朝
5
時
か
ら
六

ツ
美
中
部
小
学
校
の
運
動
場
で
競
技
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
竹
馬
に
乗
っ
て
一
人
が
1
0
0
ｍ
の

コ
ー
ス
を
歩
き
、次
の
走
者

に
順
次
交
代
し
て
い
き
ま

す
。途
中
、竹
馬
が
壊
れ
た

り
、雷
雨
で
最
終
走
者
ま
で

で
き
な
か
っ
た
り
、様
々
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、夜
8
時
半
に
は
3
2
9

人
の
世
界
記
録
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

竹
馬
で

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を

達
成
！

329人の
世界記録達成で
認定証をゲット！

六ツ美中部ギネス実行委員会のキャラクター「六助」

記念品のオリジナル
ピンバッジ

神輿を担
いで

練り歩く

7 6

六
ツ
美
中
部　
特
集

39
六
ツ
美
中
部　
特
集

39

六ツ美中部小学校の北側に咲く菜の花畑 高松宮殿下が六ツ美の菜種を視察コンバインで稲を収穫する 大型農機具の導入で、農作業が劇的に変化するハウス栽培が普及し、早期出荷が可能になった 転作作物として作られた大豆 1122456 56 34 3

　

  

稲
作
と
菜
種
栽
培
が
始
ま
る 

　
か
つ
て
六
ツ
美
平
野
は
農
業
に
適
さ
な

い
湿
地
で
し
た
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正

時
代
に
行
わ
れ
た
耕
地
整
理
と
用
排
水

路
整
備
に
よ
り
、
二
毛
作
が
可
能
な
水
田

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

米
の
裏
作
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
が
菜
種

で
す
。
工
業
が
発
展
し
、
菜
種
油
の
需
要

も
増
加
し
た
た
め
、
愛
知
県
全
域
で
菜
種

が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三

河
地
方
で
は
と
り
わ
け
六
ツ
美
村
が
盛
ん

で
し
た
。

 

六
ツ
美
中
部
学
区
と

 　
　
　
　
菜
種
の
か
か
わ
り 

　

  

全
国
一
の
六
ツ
美
の
菜
種

　
最
盛
期
は
昭
和
初
期
で
す
。
苗
の
植
え

付
け
は
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
11
月
下
旬
か

ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
、
花
が
咲
き
始
め

る
の
は
3
月
下
旬
で
す
。
六
ツ
美
平
野
は

黄
色
の
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
風
景

が
広
が
り
、
蜂
蜜
を
採
取
す
る
養
蜂
業
者

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
花
が
散
っ
た
6
月
、
小
さ
な
鞘さ

や

に
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
た
黒
い
菜
種
の
実
を
一
家
総

出
で
収
穫
し
、「
カ
マ
ス
」と
呼
ば
れ
る
藁わ

ら

で
作
っ
た
袋
に
詰
め
、
六
ツ
美
産
業
組
合

（
六
ツ
美
農
協
の
前
身
）
へ
出
荷
。
福
岡
町

の
太
田
油
脂
や
蒲
郡
市
の
竹
本
油
脂
な
ど

で
加
工
さ
れ
、
菜
種
油
と
し
て
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

  

菜
種
栽
培
の
研
究
と
そ
の
終
焉

　
菜
種
栽
培
は
農
家
に
大
変
な
重
労
働
を

強
い
ま
し
た
。
そ
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ

の
が
六
ツ
美
村
立
農
業
補
習
学
校
の
教
員

だ
っ
た
太
田
功
平
ら
で
す
。
栽
培
方
法
や

品
種
改
良
の
研
究
が
功
を
奏
し
、
昭
和
4

年
以
降
は
収
穫
量
が
倍
増
。
県
の
奨
励
品

種
に
も
採
用
さ
れ
た
「
六
ツ
美
種
」は
広
く

栽
培
さ
れ
、い
つ
し
か「
六
ツ
美
の
菜
種
か
、

菜
種
の
六
ツ
美
か
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
名
を

知
ら
し
め
ま
し
た
。
こ
の
業
績
は
菜
種
作

史
上
永
遠
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
37
年
の
長
梅
雨
と
翌
38

年
の
異
常
低
温
に
よ
り
収
穫
量
が
半
減
し

ま
す
。
さ
ら
に
大
豆
の
輸
入
化
で
大
豆
油

の
生
産
量
が
増
大
し
、
菜
種
油
の
需
要
が

減
少
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り
、
昭
和

40
年
に
は
菜
種
生
産
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。現
在
は
観
賞
用
に
所
々

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
程
度
で
す
が
、
六
ツ

美
中
部
小
学
校
や
六
ツ
美
中
学
校
の
校
歌

の
中
で
今
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

22

11

・•33
44

55

66

マンホールの蓋にも
菜の花がデザイン
されています

下青野町の椿宮神明
宮に保管されている
社額に「阿乎美村」
の名が残っています

地元では「高橋ニンジン」
として知られています

な
り
た
ち

六
ツ
美
中
部
学
区
の

□人　口 5,398人
 男性 2,737人
 女性 2,661人
□世帯数 1,837世帯
□面　積 7.43㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

一
八
八
九
年
▪
明
治
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阿あ

乎お

美み

村（
上
青
野
・
高
橋
・
合ね

歓む
の

木き

・
福ふ

く

桶お
け

・
下し

も

青あ
お

野の

・
在ざ

い

家け

）、 占う
ら

部べ

村 
 

（
上
三
ッ
木
・
下
三
ッ
木
・
坂さ

か

左そ

右う

）
糟か

す

海み

村
、中
井
村
が
誕
生

一
八
九
一
年
▪
明
治
24 

阿
乎
美
村
が
青
野
村
と
合
歓
木
村
に
な
る

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

合
歓
木
・
高
橋
・
下
青
野
・
福
桶
で
耕
地
整
理
が
始
ま
る

 

碧
海
郡
六
ツ
美
村
が
誕
生
。
合
歓
木
村
・
青
野
村
・
中
島
村
・
糟
海
村
・ 

 

中
井
村
・
占
部
村
を
併
合
。
下
青
野
に
役
場
を
設
置

一
九
〇
八
年
▪
明
治
41 
六
ツ
美
第
一
尋
常
高
等
小
学
校（
現
在
の
六
ツ
美
中
部
小
学
校
）
が
開
校

一
九
一
二
年
▪
大
正
1 
高
橋
の
耕
地
整
理
が
一
部
竣
工

一
九
一
五
年
▪
大
正
4 

悠
紀
斎
田
記
念
事
業
の
一
環
で
六
ツ
美
村
立
農
業
補
習
学
校
が
六
ツ
美 

 

第
一
尋
常
高
等
小
学
校
の
隣
に
開
校

一
九
二
一
年
▪
大
正
10 

菜
種
の
栽
培
が
本
格
的
に
な
り
、
六
ツ
美
村
が
菜
種
の
産
地
に
な
る

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4 

高
松
宮
殿
下
が
六
ツ
美
村
立
農
業
補
習
学
校
を
訪
問
し
、菜
種
を
視
察…

一
九
三
三
年
▪
昭
和
8 

六
ツ
美
の
菜
種
「
六
ツ
美
種
」
が
県
の
奨
励
品
種
と
な
る

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

菜
種
が
国
策
作
物
と
し
て
重
視
さ
れ
、
栽
培
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

六
ツ
美
中
部
小
学
校
と
改
称
、六
ツ
美
中
学
校
が
開
校

一
九
五
三
年
▪
昭
和
28 

ニ
ン
ジ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
栽
培
が
高
橋
町
を
中
心
に
普
及

一
九
五
四
年
▪
昭
和
29 

六
ツ
美
中
保
育
園
が
開
園

一
九
五
八
年
▪
昭
和
33 

町
制
施
行
で
碧
海
郡
六
ツ
美
町
と
な
る

一
九
六
〇
年
▪
昭
和
35 

六
ツ
美
町
商
工
会
が
設
立

一
九
六
一
年
▪
昭
和
36 

東
海
道
新
幹
線
の
工
事
が
始
ま
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 

碧
海
郡
六
ツ
美
町
が
岡
崎
市
に
合
併
す
る

一
九
六
四
年
▪
昭
和
39 

東
海
道
新
幹
線
が
開
通

一
九
六
五
年
▪
昭
和
40 

菜
種
に
代
わ
り
、
転
作
作
物
と
し
て
麦
や
大
豆
が
栽
培
さ
れ
る…

 

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41 

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、コ
ン
バ
イ
ン

 

等
の
機
械
化
農
業
へ
の
移
行
が
進
む…

 

一
九
七
〇
年
▪
昭
和
45 

合
歓
木
・
高
橋
・
下
青
野
・
在
家
・
上
三
ッ
木
の

 

一
部
が
工
業
専
用
地
域
の
指
定
を
受
け
る

 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ほ
か
、
ガ
ラ
ス
温
室
が
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
の
栽
培
に 

 

導
入
さ
れ
る…  

一
九
七
三
年
▪
昭
和
48 

六
ツ
美
中
部
小
学
校
で
竹
馬
大
会
が
始
ま
る
（
↓
特
集 

）

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー
が
開
館

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

六
ツ
美
中
部
学
区
市
民
ホ
ー
ム
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が
開
館

 

第
1
回
六
ツ
美
商
工
ま
つ
り
が
開
催

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

六
ツ
美
中
部
学
区
こ
ど
も
の
家
が
開
館

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

平
成
の
圃
場
整
備
が
始
ま
る
。
第
1
工
区（
上
青
野
）、

 

第
3
工
区
（
上
青
野
・
高
橋
・
上
合
歓
木
・
下
合
歓
木
）、

 

第
4
工
区（
福
桶
）、
そ
の
後
、上
三
ッ
木
・
下
三
ッ
木
・ 

 
 

 

坂
左
右
・
下
青
野
で
も
行
わ
れ
る

一
九
九
八
年
▪
平
成
10 

南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
岡
崎
が
オ
ー
プ
ン

二
〇
〇
二
年
▪
平
成
14 

高
橋
用
水
上
部
遊
歩
道
の
清
掃
作
業
が
始
ま
る

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

御
田
扇
祭
り（
堤
通
手
永
・
山
方
手
永
）が
岡
崎
市
無
形
民
俗
文
化
財
に 

 

指
定
さ
れ
る
（
↓
特
集 

）

 

六
ツ
美
中
部
小
学
校
で
菜
種
栽
培
の
再
現
、
菜
の
花
コ
ン
サ
ー
ト
開
催…

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

竹
馬
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
3
2
9
人
達
成
（
↓
特
集 

）

39
六
ツ
美
中
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表

39
六
ツ
美
中
部　
年
表
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青
野
郵
便
局

青
野
郵
便
局

養楽寺養楽寺

ふれあいドーム岡崎ふれあいドーム岡崎

美矢井橋美矢井橋

上青野町

六
ツ
美
中
部
学
区

こ
ど
も
の
家

六
ツ
美
中
部
学
区

こ
ど
も
の
家 六

ツ
美
支
所

六
ツ
美
支
所

養
源
寺

養
源
寺

椿宮神明社椿宮神明社

菜
の
花
畑

菜
の
花
畑

高橋町

本郷町

フタバ産業
高橋工場
フタバ産業
高橋工場

マキタ岡崎工場マキタ岡崎工場

六ツ美中部小学校六ツ美中部小学校

六ツ美中学校六ツ美中学校

六ツ美中部学区
市民ホーム

六ツ美中部学区
市民ホーム

六ツ美中保育園六ツ美中保育園

三社神明社三社神明社

JAあいち三河本店JAあいち三河本店

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

下合歓木町
し も ね む の き

上合歓木町
か み ね む の き

下青野町

78

479

安
藤
川

占
部
川

矢作川

新幹線が見える
ビューポイント

六ツ美商工会六ツ美商工会

榊宮神明宮榊宮神明宮

美矢井橋河川
緑地運動場
美矢井橋河川
緑地運動場

地蔵堂地蔵堂

薬師堂薬師堂

本光寺本光寺

慈光寺慈光寺

正
願
寺

正
願
寺

坂左右町
さ か そ う

福桶町

下三ッ木町

上三ッ木町

円
立
寺

円
立
寺

三
宮
神
社

三
宮
神
社

春
林
寺

春
林
寺

フタバ産業
六ツ美工場
フタバ産業
六ツ美工場

日立建機日立建機

在家町
ざ い け

観音寺観音寺

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
木

イチョウの木

ヤ
マ
モ
モ
の
木

高
橋
用
水
上
部
遊
歩
道

（
高
橋
用
水
）

高
橋
用
水
上
部
遊
歩
道

（
高
橋
用
水
）

　
六
ツ
美
中
部
学
区
は
昔
も
今
も
農
業
が
盛
ん
な
土
地
。初
夏
に
は

青
々
と
し
た
水
田
、黄
金
色
の
麦
畑
が
織
り
な
す
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
も
多
く
、町
巡
り
も
楽
し
め
ま
す
。

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

六
ツ
美
中
部
学
区

   慈光寺（下青野町）
推古4年（601）の創建。風格のある太鼓堂に目を引かれます。鐘楼堂の彫刻は江戸後
期に多くの名工を輩出した立川流によるもの。山門横のイチョウは樹齢約200年で市の
名木に選定されています。

ff    観音寺（下三ッ木町）
戦国時代の武将、三ツ木城主の松平信孝
が愛用していた熊毛兜が保管されていま
す。黒い毛皮で覆われた珍しいもので、昭
和47年（1972）に市の文化財に指定され
ました。

e    正願寺（下合歓木町）
室町時代に建立され、本堂の絹本着色善
導大師像（絵画）は市の文化財です。境内
には６本のシダレザクラがあり、毎年３月
下旬に見頃を迎えます。4月の蓮如忌には
大勢の参拝客が訪れます。

d

　平成5年から16年の歳月をかけて暗
あん

渠
きょ

化が完了しました。水路の上に遊歩道
が設置され、毎月草刈りやせせらぎ水路
の掃除を行っています。

高橋用水上部遊歩道の
清掃作業

　毎年11月に、子どもたちに故郷を愛
する心と農村環境を守ることの大切さ
を伝えるために行っています。小学校を
起点に、神社やお寺、コスモス畑を巡り
ながら道路脇のごみを拾っています。

親子にこにこコスモス
ウォーキング

　田植え前の4月中旬、7月上旬、8月下
旬の年3回、水路の草刈り、川底の泥を
掘り出し、排水路をきれいにしています。

安藤川各支川の清掃作業

column

六ツ美中部の地域活動

   薬師堂（坂左右町）
近江のムカデ退治の伝説で知られる藤原
秀郷をはじめ、その子孫が本尊の薬師如
来を崇拝してきました。その後、村人の病
を防ぐ神として大切にされています。

BB

   本光寺（上青野町）
天元3（980）年に天台宗寺院として創建。
本堂が現在地に落ち着いたのは慶長6年
（1601）です。東本願寺の建築様式を伝え
る本堂、二階建ての山門（楼門）は国の登
録有形文化財です。

ce d c

   地蔵堂（在家町）
慶長元年（1596）に家康公が参拝された
との記録が残る由緒ある御堂です。毎年8
月と1月の土日には地蔵尊まつりがあり、
地蔵菩薩と先祖の供養を行います。御堂
には地獄絵図が吊り下げられ、おどろおど
ろしい絵におびえる子どもたちも。祭りが
終わるとお下がりのお菓子がもらえます。

aa

六ツ美中部の寺院
a fa f~
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六
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局
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ふれあいドーム岡崎ふれあいドーム岡崎

美矢井橋美矢井橋

上青野町

六
ツ
美
中
部
学
区

こ
ど
も
の
家

六
ツ
美
中
部
学
区

こ
ど
も
の
家 六

ツ
美
支
所

六
ツ
美
支
所

養
源
寺

養
源
寺

椿宮神明社椿宮神明社

菜
の
花
畑

菜
の
花
畑

高橋町

本郷町

フタバ産業
高橋工場
フタバ産業
高橋工場

マキタ岡崎工場マキタ岡崎工場

六ツ美中部小学校六ツ美中部小学校

六ツ美中学校六ツ美中学校

六ツ美中部学区
市民ホーム

六ツ美中部学区
市民ホーム

六ツ美中保育園六ツ美中保育園

三社神明社三社神明社

JAあいち三河本店JAあいち三河本店

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
新
幹
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   慈光寺（下青野町）
推古4年（601）の創建。風格のある太鼓堂に目を引かれます。鐘楼堂の彫刻は江戸後
期に多くの名工を輩出した立川流によるもの。山門横のイチョウは樹齢約200年で市の
名木に選定されています。

ff    観音寺（下三ッ木町）
戦国時代の武将、三ツ木城主の松平信孝
が愛用していた熊毛兜が保管されていま
す。黒い毛皮で覆われた珍しいもので、昭
和47年（1972）に市の文化財に指定され
ました。

e    正願寺（下合歓木町）
室町時代に建立され、本堂の絹本着色善
導大師像（絵画）は市の文化財です。境内
には６本のシダレザクラがあり、毎年３月
下旬に見頃を迎えます。4月の蓮如忌には
大勢の参拝客が訪れます。
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　平成5年から16年の歳月をかけて暗
あん

渠
きょ

化が完了しました。水路の上に遊歩道
が設置され、毎月草刈りやせせらぎ水路
の掃除を行っています。

高橋用水上部遊歩道の
清掃作業

　毎年11月に、子どもたちに故郷を愛
する心と農村環境を守ることの大切さ
を伝えるために行っています。小学校を
起点に、神社やお寺、コスモス畑を巡り
ながら道路脇のごみを拾っています。

親子にこにこコスモス
ウォーキング

　田植え前の4月中旬、7月上旬、8月下
旬の年3回、水路の草刈り、川底の泥を
掘り出し、排水路をきれいにしています。

安藤川各支川の清掃作業
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六ツ美中部の地域活動

   薬師堂（坂左右町）
近江のムカデ退治の伝説で知られる藤原
秀郷をはじめ、その子孫が本尊の薬師如
来を崇拝してきました。その後、村人の病
を防ぐ神として大切にされています。

BB

   本光寺（上青野町）
天元3（980）年に天台宗寺院として創建。
本堂が現在地に落ち着いたのは慶長6年
（1601）です。東本願寺の建築様式を伝え
る本堂、二階建ての山門（楼門）は国の登
録有形文化財です。

ce d c

   地蔵堂（在家町）
慶長元年（1596）に家康公が参拝された
との記録が残る由緒ある御堂です。毎年8
月と1月の土日には地蔵尊まつりがあり、
地蔵菩薩と先祖の供養を行います。御堂
には地獄絵図が吊り下げられ、おどろおど
ろしい絵におびえる子どもたちも。祭りが
終わるとお下がりのお菓子がもらえます。

aa

六ツ美中部の寺院
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